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展開国・地域：

事業内容：

豊國酒造合資会社
   

江戸・天保年間の創業。日本酒の製造・販売を行う。創業以来200年近くにわたって、
受け継がれてきた伝統と格式を重視した「東豊國（あずまとよくに）」と、「伝統・格
式＋モダン」のコンセプトの下、新たに作られた「一歩己（いぶき）」の2銘柄を軸に
展開。

福島県石川郡 ウェブサイト
・2020年度 台湾
・2021年度 シンガポール、米国ほか
日本酒の製造・販売

9代目蔵元 矢内 賢征 氏

当社は阿武隈山系に位置する自然豊かな小さな町、古殿町で、江戸の天保年間に
創業して以来、200年超にわたって日本酒を製造・販売しています。2019年に力
試しのつもりでジェトロ商談会に参加した際、海外のバイヤーは実にいろいろな
思いを持った人がいるということを知り、輸出の本格化に踏み切りました。生産
量や値段だけが重視される世界ではなく、価格や品質以外にもブランド名の由来
や取り組みの経緯など、当社のものづくりへの思いにもバイヤーの強い関心があ
ることに、良い意味での驚きがありました。新輸出大国コンソーシアムのハンズ
オン支援が始まると、ブランディングをテーマにパートナーによるワークショッ
プで学び、2021年度にはパートナーによるハンズオン支援が本格化するなど、フ
ェーズに応じてシームレスにサポートいただきました。展開国は、すでに先駆者
によって日本酒市場がある程度確立している国をターゲットにして進めていきま
した。

地元の農家やレストランの人たちとのコミュニケーショ
ン

当初は、海外バイヤーの選定基準も漠としていましたが、条件がそろい取引が始
まると国内同様に長くお付き合いする相手となることから、目に見えにくいなが
らも「思いを共有できるバイヤー」かどうかを見極めて、一つひとつの出会いを
大切に検討していきました。当社のものづくりに対する思いをより良く理解いた
だけるよう、商品だけでなく、思いを率直に伝える表現と映像や写真などのビジ
ュアルを使って、海外向けプライベートビデオも制作。国内では古殿町を地理的
に示す程度だったのに対し、改めてこの土地の良さ、歴史、形成された文化であ
ったり、この地の気候が米の生育、水、酒造りにどう影響しているのか、一つひ
とつ丁寧に説明できるよう情報を整理しました。なぜこのような味わいを生み出

ジェトロ活用事例

言葉表現やビジュアルを駆使して自社ブランド
と向き合った結果 国内外の営業で効果が見られ
る

バイヤーは酒造りへの思いにまで強い関心を寄せる

土地や気候など、商品の背後にある情報を整理する

https://www.jetro.go.jp/
https://www.jetro.go.jp/case_study/2021/12.html#
https://www.jetro.go.jp/case_study/2021/12.html#
https://www.jetro.go.jp/case_study/2021/12.html#
http://azuma-toyokuni.com/
https://www.jetro.go.jp/case_study
https://www.jetro.go.jp/case_study/2021/12.html#


2022/04/26 11:19豊國酒造合資会社：言葉表現やビジュアルを駆使して自社ブランドと向き合った結果 国内外の営業で効果が見られる | ジェトロ活用事例 - ジェトロ

2 / 3ページhttps://www.jetro.go.jp/case_study/2021/12.html

せるのか、なぜ江戸時代から酒を造っているのか、なぜブランドカラーに緑色を
採用しているのか。これらにもすべて意味があるからです。

伝統と格式にモダンを加えたコンセプトの「一歩己」

商談では当社の商品も試飲いただいていますが、味の説明に加え、相手が関心を寄せているポイントを見極めてこだわりやストーリー
も紹介しています。当社商品の持つ確かな味わいは海外でも最も評価いただいており、10年前に作り上げたブランド「一歩己」も、
「甘みと酸味に加えてほどよい苦味もある、味のバランスがとれた、ありそうでなかったタイプ」と評されています。ハンズオン支援
のパートナーのアドバイスの下、海外向けに自社ブランドと徹底的に向き合ったことで、国内で営業を展開するときにも良い効果が得
られています。なぜ輸出するのか、海外向けにどういう商品をつくるのかを考えるだけでも社内に新しい風が吹いてきます。当社では
これからも、原料供給者のコメ農家さんの思い、できあがった日本酒を飲食店で提供するシェフの思いなど、消費者に届くまでにつな
いできたバトンを大切に、挑戦を続けていきます。

矢内代表に初めてお会いしたとき、「一歩己」誕生への思い、なぜ日本酒を作り続けるのか、なぜ「一歩己」の味わいを生み
出し伝えたいのか、などを熱く語っていただいたことが強烈なインパクトとなり、海外でのファンづくり、長くお付き合いで
きる関係性づくりに重きをおいて、軸がぶれないスピード感ある支援を心掛けてきました。商談が進行する中での試飲サンプ
ル手配など、丁寧かつ迅速な対応を行っていただいたことは成功への大きな要因です。世界市場における「一歩己」のファン
づくりはまだ始まったばかり。まだ巡り合っていない新たな出会いが期待できます。

新輸出大国コンソーシアム
日本企業の海外展開を支援する全国のあらゆる支援機関が結集し、海外展開にご関心をお持ちの中堅・中小企業の皆様へワ
ンストップの支援サービスを提供します。

福島県石川郡
http://azuma-toyokuni.com/
代表者：矢内 賢征
創業：1862年
従業員：8名
事業内容：日本酒の製造・販売

2021年12月

原料から最終消費地まで、関わる人の思いを紡ぐ

 専門家からのポイント

ご利用いただいたジェトロのサービス

豊國酒造合資会社

関連情報

https://www.jetro.go.jp/consortium.html
http://azuma-toyokuni.com/
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海外ビジネスのご相談

 
お問い合わせ窓口一覧

 
国内事務所一覧

海外事務所一覧

最寄りのジェトロ事務所にご連
絡ください。

  

もっと見る 株式会社武久：天然物でうま味成分も豊富、出汁にも利用できる椎茸の魅力を和食文化と共に世界に広め
ていく 2022年2月1日

赤城フーズ株式会社：短期間で相当数の企業を訪問したハードスケジュールの香港出張が輸出の急拡大に
つながっています 2022年2月1日

有限会社ツトム食品：自分でできることはすべてやる。すると周りも真剣に助けてくれる。これからもそ
うやって前に進んでいきたい 2022年2月1日

島唐食品：沖縄・宮古島の素材を凝縮したBUSHITERITAREで、和食の旨味を世界へ広める 2022年2月
1日

窪田味噌醤油株式会社：当初は輸出に関して完全な素人。ジェトロの支援で一つひとつ課題をクリアしな
がら進行中 2022年2月1日
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